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広
報
館
林
７
月
15
日
号
に
引
き

続
き
、「
特
集
出
水
期
の
心
得
」
の

第
２
弾
と
し
て
、
今
号
で
は
本
市

が
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
事
前
防
災

行
動
計
画
）」
を
策
定
し
た
こ
と

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
（
左
表
）。

　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
災
害
発
生

時
の
防
災
行
動
を「
い
つ
」「
誰
が
」、

　「
何
を
す
る
か
」
に
着
目
し
て
時

系
列
に
整
理
し
た
も
の
で
す
。
　

　
本
市
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
は
、
利

根
川
・
渡
良
瀬
川
が
氾
濫
し
た
と

想
定
し
、
国
・
市
・
住
民
そ
れ
ぞ

れ
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
防
災
行

動
が
必
要
に
な
る
の
か
が
、
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域

の
特
性
に
合
っ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

が
あ
れ
ば
、
避
難
行
動
を
よ
り
正

確
に
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
行

政
区
や
隣
組
、
家
族
、
職
場
な
ど

で
話
し
合
い
、
独
自
の
避
難
行
動

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
市
で
は

推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
行
動
計
画
に
よ

り
先
手
先
手
で
避
難
行
動
を
と
れ

ば
、
最
悪
の
状
況
下
で
も
、
命
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

※
水
害
版
避
難
訓
練
カ
ー
ド（
下
）

　
は
、
水
害
時
に
慌
て
ず
行
動
で

　
き
る
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
行

　
政
区
や
隣
組
、
家
族
、
職
場
な

　
ど
で
話
し
合
い
記
入
し
て
い
た

　
だ
く
も
の
で
す

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
が

減
災
に
つ
な
が
る

住 民 等

自主避難開始

住民からの情報提供

住民からの情報提供

高齢者などの要配慮者は避難を開始

避難開始

避難完了

○テレビ、ケーブルＴＶ、ラジオ、気象庁ホームページなどに
よる気象警報などの確認○洪水ハザードマップなどによる避難
所、避難ルートの確認○非常持出袋の準備○自宅の安全点検

○テレビ、国土交通省ホームページ「川の防災
　情報」（http://www.river.go.jp/kawabou/
　ipTopGaikyo.do）などによる大雨や河川の
　状況を確認

▶大雨警報（浸水害）の危険度分布や洪水警報の危険度分
　布などを確認する場合は気象庁ホームページ（下記ＵＲ
　Ｌ）から（http://www.jma.go.jp/jp/highresorad/）

○市ホームページ、安全安心メールなど
　による自主避難所開設情報の受信

（親戚・知人宅又は自主避難所）

※自ら判断して避難してください

○広報車、安全安心メール、緊急速報メールなど
　による避難情報の受信
※浸水想定区域のかたは館林・多々良地区方面（高
　台）の避難所に避難▶ 立ち退き避難

○広報車、安全安心メール、緊急速報メール
　などによる避難情報の受信

※避難できなかった場合は自宅２階
　や近隣施設の高い場所へ避難
　▶垂直避難

●直ちに命を守る行動を開始

避難解除

住民からの情報提供住民からの情報提供

避難開始

住民からの情報提供住民からの情報提供

情
報
収
集
・
事
前
対
策

避
難
行
動

水害版 避難訓練カード
※行政区や隣組、家族、職場などで話し合って空欄に
　記入してみましょう
Ｑ水害が予想される場合どこから情報を得ますか？
１．気象情報について ２．河川情報について

３．避難情報について

Ｑ避難する場合はあなたはどうしますか？
１．どこへ（避難場所） ２．いつ（避難開始時期）

３．だれと（共に避難する相手は） ４．どのように（避難手段）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

写真は70年前のカスリーン
台風による被害の様子

気象・河川情報 館 林 市氾濫発生の

１日半前
（36時間）

２日前
（48時間）

３日前
（72時間）

１日前
（24時間）

９時間前

12時間前

６時間前

０時間

氾濫発生

◆台風情報
　（実況と３日先までの予報）発表

◆大雨・洪水注意報発表

◆暴風警報発表 ※ホットライン

※ホットライン

※ホットライン

◆記録的短時間大雨情報発表

◆強風注意報発表
◆洪水警報発表
◆大雨警報発表

※台風最接近

自主避難所開設の情報提供

避難勧告　発令

避難指示（緊急）　発令

避難準備・高齢者等避難開始発令

■災害事前警戒態勢
　（情報収集、施設の安全点検など）開始

●住民への情報提供（市ホームページ、　
　安全安心メール、ツイッターなど）
■災害警戒本部設置
　（情報収集、施設の安全点検など）開始

■災害対策本部設置（消防、警察署など
　と連携し、災害対応開始）

■情報収集（随時）各課・施設、関係機関など

■水防団や避難誘導に従事した機関への避難指示
■災害応急対応開始（関係機関、協定事業者）
●住民への情報提供（市ホームページ、安全安心
　メール、ツイッターなど）

情報伝達手段▶市ホームページ、安全安心メール、
ツイッター、緊急速報メール、広報車両（市、消防、
警察）、テレビ、ラジオ、ケーブルテレビ、要配慮者
利用施設・各行政区などへの電話連絡

（情報伝達手段は上記方法と同様）

（情報伝達手段は上記方法と同様※広報車両は除く）

※ホットライン：河川に氾濫の危険性がある
　場合に河川事務所から市に直接電話連絡が
　行われるもの

※気象情報に関する発表などのタイ
　ミングについては、地域・事象に
　よって異なります

水防団待機水位　到達

氾濫注意水位　到達

避難判断水位　到達

氾濫危険水位　到達

堤防天端水位　到達・越水

水防団（館林消防団）　待機

水防団（館林消防団）　出動

（情報伝達手段は上記方法と同様）

（情報伝達手段は上記方法と同様※広報車両は除く）

渡良瀬川：足利水位観測所　　3.30 ｍ
利 根 川  ： 八斗島水位観測所　1.90 ｍ

渡良瀬川：足利水位観測所　　4.90 ｍ
利 根 川  ： 八斗島水位観測所　3.90 ｍ

渡良瀬川：足利水位観測所　　5.40 ｍ
利 根 川  ： 八斗島水位観測所　4.80 ｍ



７月15日㈯・16日㈰
本町通り

７月22日㈯
市役所東広場

７月15日㈯・16日㈰

　

　
　
林
の
夏
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン

　
　
　
ト
で
あ
る
館
林
ま
つ
り
と
館

林
手
筒
花
火
大
会
が
、
今
年
も
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
46
回
目
を
迎
え
た
館
林
ま

つ
り
は
、
パ
レ
ー
ド
と
民
踊
流
し
で

華
や
か
に
開
幕
。
威
勢
の
い
い
掛
け

声
と
と
も
に
迫
力
あ
る
神み

輿こ
し

が
会
場

を
練
り
歩
き
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各

種
団
体
に
よ
る
郷
土
芸
能
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
祭
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

会
場
は
笛
の
音
色
や
太
鼓
の
音
が
鳴

り
響
き
、
参
加
者
た
ち
の
熱
気
と
興

奮
に
包
ま
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
手
筒
花
火
大
会
で
は
、
高
さ
約
10

メ
ー
ト
ル
の
火
柱
が
吹
き
上
が
る
勇

壮
な
手
筒
花
火
が
観
客
を
魅
了
。
72

本
の
手
筒
花
火
に
加
え
、
２
０
０
０

発
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
夜
空
を
華
や

か
に
彩
り
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手

と
歓
声
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

館
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職種 採用予定人員 応募資格

事務員

①短大卒
（卒業見込みを含む） 20人程度

※注１
①平成２年４月２日以降に生まれたかた（大学卒は除く）
②平成４年４月２日以降に生まれたかた（大学卒・短大卒は除く）②高校卒程度

（卒業見込みを含む）

栄養士 若干人 管理栄養士の資格を持つ又は平成30年６月30日までに同資格取得見込みで、
同２年４月２日以降に生まれたかた　※注２

保育士 ３人
※注３

保育士資格を持つ又は平成30年３月31日までに同資格取得見込みで、同２
年４月２日以降に生まれたかた

社会人
経験者

事務員（地方創生枠）

若干人

昭和53年４月２日～同63年４月１日に生まれたかたで、館林市外に５年以
上在住及び勤務（平成29年８月１日現在）していて、採用後、館林に移住
するかた

土木技術員

昭和53年４月２日～同63年４月１日に生まれ、高等学校卒業以上の学歴が
あり、平成29 年８月１日現在で民間企業などでの職務経験が５年以上ある
かた
※土木施工管理技士などの有資格者

保育士
管理栄養士

昭和53年４月２日～平成２年４月１日に生まれ、平成29年８月１日現在で
実務経験が５年以上あるかた
※保育士は保育士資格の有資格者、管理栄養士は管理栄養士資格の有資格者

保健師 若干人
※注４

昭和53年４月２日～同63年４月１日に生まれ、平成29年８月１日現在で民
間企業などでの勤務経験が５年以上あるかた
※保健師資格の有資格者

身体障がい者 若干人 昭和53年４月２日以降に生まれ、高等学校卒業（卒業見込みを含む）以上
の学歴があるかた　※注５

事務員・栄養士・保育士・身体障がい者
第一次試験
■筆記試験　９月17日㈰　教養・作文試験、職場適
　応性検査
■面接（集団）試験　10月上旬（予定）
社会人経験者の事務員・土木技術員・管理栄養士・
保育士・保健師
第一次試験　書類選考

※注１　採用予定人員は、先に募集した大学卒などと併せた人数
※注２　採用予定人員は、先に募集した大学卒などの事務員及び技術員、社会人経験者の事務員及び技術員及び管理栄養士など
　　　　と併せて20人
※注３　採用予定人員は、社会人経験者と併せた人数
※注４　採用予定人員は、先に募集した保健師と併せた人数
※注５　身体障がい者は、上記の応募資格以外に①身体障害者手帳を持つ②自力で通勤できて、介助者がいなくても仕事ができ
　　　　る③活字印刷文の筆記試験に対応できることが条件（条件に該当しない場合で受験を希望するかたはお問い合わせくだ
　　　　さい）

※第二次試験の日程は、第一次試験合格者に後日通
　知します
提出書類　申込書（人事課人事係にあります）、返信
用定形封筒（宛名を明記し、82円切手を貼付したもの）
提出先・問合せ　同人事係（〒374 - 8501 市役所
内　内線321）へ
※その他、詳しくは同人事係で配布する募集要項、
　又は市ホームページをご覧ください

８月 日㈬23 まで

募集期間

※午前８時30分～午後５時15分。
　土・日曜日、祝日を除く
※郵送の場合は郵便書留とし、
　８月21日㈪の消印まで有効

●代表☎72 - 4111 市役所からのお知らせ

広報館林７

健
康
づ
く
り
の
標
語
を
募
集
し
ま
す

健
康
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か

募　集

の
か
た

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
30
日
㈬ 

（
必

着
）
ま
で
に
、
標
語
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
持
参
、

又
は
郵
送
で
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り

係
（
〒
３
７
４

─

０
０
２
９
　
仲
町
14

─

１
　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５

１
５
５
）
へ

　
本
市
と
板
倉
町
の
合
併
に
関
す
る
協

議
を
行
う
た
め
、
第
７
回
合
併
協
議
会

を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
か

た
は
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

　
ま
す

と
き

　８
月
30
日
㈬
　
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

問
合
せ
　
館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議

会
事
務
局
（
内
線
５
１
１
）

テ
ー
マ
　
健
康
増
進
に
関
す
る
も
の

規
定
　
一
人
１
点
ま
で

※
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す

※
優
秀
作
品
は
10
月
９
日
㈷
の
健
康
ま

　
つ
り
「
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
」
で

　
表
彰
・
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
健
康

　
づ
く
り
の
啓
発
に
利
用
し
ま
す

対
象
　
市
内
在
住
、
在
学
、
又
は
在
勤

館
林
市
・
板
倉
町

合
併
協
議
会
の
開
催

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

委
員
の
募
集

お知らせ

募　集
応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、

子
育
て
に
関
心
の
あ
る
か
た

募
集
人
員
　
２
人

任
期
　
平
成
29
年
10
月
１
日
〜
同
31
年

９
月
30
日
（
２
年
間
）

内
容
　
各
年
度
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
の
実
施
状
況
の
評
価
や
子
育
て
支
援

施
策
の
審
議
を
行
い
、
そ
の
後
の
計
画

の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
立

場
か
ら
意
見
や
提
案
を
い
た
だ
く
会
議

へ
の
参
加

※
会
議
は
年
２
回
程
度

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
25
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
書
（
こ
ど
も
福
祉
課
、
又
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
持

参
、又
は
郵
送
で
同
子
育
て
支
援
係（
〒

３
７
４-

８
５
０
１
　
市
役
所
内
　
内

線
６
７
１
）
へ

市
民
後
見
人
養
成
講
座
の
受
講
者
を
募
集

認
知
症
や
障
が
い
な
ど
を
持
つ
か
た
の
生
活
を
支
え
る

募　集
と
き
　
９
月
18
日
㈷
・
30
日
㈯
、
10
月

14
日
㈯
・
21
日
㈯
、
11
月
18
日
㈯
　（
全

５
回
）

と
こ
ろ

　市
役
所

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た

■
市
内
在
住
で
満
25
歳
以
上
70
歳
未
満

　 

（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

■
原
則
と
し
て
全
て
の
講
習
に
参
加
可
能

■
修
了
後
は
後
見
人
と
し
て
活
動
す
る

　
意
思
が
あ
る

定
員
　

20
人
（
書
類
選
考
あ
り
）

内
容

　認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
が
い

者
の
か
た
が
た
に
代
わ
っ
て
財
産
の
管

理
な
ど
の
支
援
を
す
る
「
後
見
人
」
を

養
成
す
る
講
座

※
10
月
中
の
平
日
に
２
日
間
、
太
田
家

　
庭
裁
判
所
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
な
ど
で
実
習
を
行
い
ま
す

受
講
料

　１
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
み
　
８
月
31
日
㈭
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
申
込
書
（
館
林
市
社
会
福
祉

協
議
会
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
と
小
論
文
（
志
望
動
機
な
ど
４

０
０
字
程
度
・
書
式
は
自
由
）
を
持
参
、

又
は
郵
送
で
同
協
議
会
（
〒
３
７
４

─

０
０
４
３
　
苗
木
町
２
４
５
２

─

１
）へ

問
合
せ

　同
協
議
会
（
℡

75

─

７
１
１
１
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い

お知らせ募　集　健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
、
自

主
的
、
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
活
動
に

取
り
組
む
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象

■
事
業
所
部
門
　
職
場
の
従
業
員
を
対

　
象
に
、
健
康
づ
く
り
活
動
を
積
極
的

　
に
行
っ
て
い
る
企
業
や
事
業
所

■
地
域
団
体
部
門

　地
域
住
民
を
対
象

　
に
、
地
域
に
根
差
し
た
健
康
づ
く
り

　
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
市
民

　
団
体
な
ど

基
準

　次
の
全
て
に
該
当
す
る
団
体

■
１
年
間
を
通
じ
て
継
続
的
に
活
動
し
、

　
活
動
の
継
続
期
間
が
当
該
年
度
の
６

　
月
１
日
に
お
い
て
３
年
以
上

■
概
ね
10
人
以
上
が
所
属
し
て
い
る

申
込
み
・
問
合
せ

　９
月
１
日
㈮
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
推
薦
書
（
健
康
推

進
課
、
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
を
同
健
康
づ
く
り
係
（
〒
３
７

４

─

０
０
２
９
　
仲
町
14

─

１
　
保
健

セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１
５
５
）
へ

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
を
表
彰
し
ま
す

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

お知らせ
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お知らせ

退
院
調
整
ル
ー
ル
が
始
ま
り
ま
し
た

病
院
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
連
携
し
て
支
援

　
館
林
邑
楽
地
域
（
館
林
市
、
板
倉
・

明
和
・
千
代
田
・
大
泉
・
邑
楽
町
）
で
は
、

「
館
林
邑
楽
地
域
に
お
け
る
退
院
調
整

ル
ー
ル
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

病
院
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
間
の
引
き
継

ぎ
ル
ー
ル
で
、
退
院
後
も
切
れ
目
の
な

い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
連

携
し
た
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

対
象

　介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る
か

た
及
び
利
用
が
見
込
ま
れ
る
か
た

内
容

　退
院
調
整
の
手
順
、
退
院
調
整

に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
な
ど

ご
協
力
の
お
願
い

■
医
療
保
険
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者

　
証
と
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
名
刺

　
を
い
っ
し
ょ
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

■
入
院
時
に
医
療
保
険
、
介
護
保
険
の

　
被
保
険
者
証
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

　
る
か
た
が
入
院
し
た
と
き
は
、
ケ
ア

　
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
（
℡

72

─

３
２
３
０
）、又
は
市
高
齢
者
支
援

課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係（
内
線
６
７
５
）

在
宅
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
配
本
サ
ー
ビ
ス

自
宅
で
図
書
館
の
本
な
ど
が
楽
し
め
る

生
活
環
境
の
保
全
及
び
災
害
を
防
ぐ

お知らせ
　
図
書
館
ま
で
自
力
で
来
ら
れ
な
い
か

た
へ
配
本
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
８
月
10
日
㈭
〜
30
日
㈬

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
図

書
館
長
が
必
要
と
認
め
た
か
た

■
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
自
力
で
図

　
書
館
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
介

　
護
保
険
法
で
規
定
す
る
要
介
護
３
以

　
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
）

■
在
宅
身
体
障
害
者
で
、
自
力
で
図
書

　
館
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
１
級

　
ま
た
は
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
の

　
交
付
を
受
け
て
い
る
）

定
員
　
４
人

費
用
　
無
料

内
容
　
毎
月
第
２
　・
４
水
曜
日
に
、
希

望
す
る
本
や
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
自

宅
ま
で
お
届
け
・
回
収
に
伺
い
ま
す

貸
出
数
・
期
間
　

■
図
書
　
10
冊
ま
で

■
雑
誌
（
最
新
号
は
除
く
）、紙
芝
居
、

　
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
な
ど
　
各
２
点
ま
で

■
Ｄ
Ｖ
Ｄ
　
１
点
ま
で

※
い
ず
れ
も
15
日
間
以
内

申
込
み
・
問
合
せ
　
申
請
書
（
図
書
館

及
び
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

を
記
入
し
、
持
参
、
郵
送
、
又
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
館
（
〒
３
７
４

─

０
０
１
８

城
町
３

─

１
　
℡
74

─

２
３
４
６
　

72

─

６
７
８
６
）
へ

※
代
理
人
の
申
請
も
受
け
付
け
ま
す

※
承
認
さ
れ
た
か
た
に
は
「
在
宅
高
齢

　
者
等
配
本
サ
ー
ビ
ス
利
用
承
認
書
」

　
を
郵
送
し
ま
す

意見募集

土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例（
案
）

　
土
砂
な
ど
に
よ
る
埋
め
立
て
な
ど
に

つ
い
て
必
要
な
規
制
を
定
め
る
条
例
案

の
策
定
に
際
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
き
に
よ
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

資
料
公
表
・
意
見
提
出
期
間
　
９
月
15

日
㈮
ま
で

公
表
場
所
　
地
球
環
境
課
及
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

意
見
提
出
先
・
問
合
せ
　
意
見
書
（
同

課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

を
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
環
境
保
全
係
（
〒
３
７
４

─

８
５
０
１
　
市
役
所
内
　
内
線
４
５

２
　
　
72

─
３
２
９
７
　
　kankyo@

city.tatebayashi.gunm
a.jp

）
へ

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
こ
れ
に
対
す
る

　
市
の
考
え
方
は
、
10
月
頃
に
公
表
す

　
る
予
定
で
す

補　助

高
齢
者
の
住
宅
改
修
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
を
つ
く
る
た
め
に

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
環
境
で
生
活

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
住
宅
内
の
手
す

り
の
取
り
付
け
、
上
り
か
ま
ち
の
固
定

式
踏
み
台
の
設
置
、
引
き
戸
へ
の
扉
の

取
り
替
え
な
ど
の
簡
単
な
住
宅
改
修
を

行
う
場
合
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
　
本
市
に
居
住
し
、
住
民
登
録
の

あ
る
65
歳
以
上
で
、
次
の
全
て
に
該
当

す
る
か
た

■
介
護
保
険
の
要
支
援
、
又
は
要
介
護

　
認
定
を
受
け
て
い
な
い

■
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

　
業
（
訪
問
型
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
）

　
を
利
用
し
て
い
な
い

■
要
支
援
、
又
は
要
介
護
状
態
に
な
る

　
可
能
性
が
高
い
（
申
請
時
に
介
護
予

　
防
に
関
す
る
質
問
票
で
確
認
し
ま
す
）

■
本
人
、
又
は
本
人
と
生
計
を
同
じ
く

　
す
る
か
た
が
、
こ
の
事
業
を
利
用
し

　
た
こ
と
が
な
い

補
助
額
　
改
修
費
の
２
分
の
１
以
内（
上

限
３
万
円
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
係　

　（
内
線
６
７
５
）
へ

※
必
ず
着
工
前
に
相

　
談
、
申
請
を
し
て

　
く
だ
さ
い

●代表☎72 - 4111

　夏の家庭での電気使用量はエ
アコンが半分以上を占めていま
す。つまり、エアコンの使い方
を見直すことで、電気使用量を
効率的に削減できます。その方
法の一つが「クールシェア」と
いう取組です。家族で１部屋に
集まったり、図書館などの公共
施設や、木陰、水辺などの自然
が多く涼しい場所に出かけたり
して、みんなで涼を共有する取
組であり、省エネ、地球温暖化
防止にもつながります。また、
涼しい場所に集まることで、涼
しさだけでなく楽しさも共有で
きます。みなさんもクールシェ
アを実践し、館林の暑い夏を快
適に過ごしましょう！

クールシェアで、暑い夏を
快適に過ごしましょう！

車
よ
り
　

　
　
風
が
気
持
ち
い
い
　

　
　
　
　
　
　
　
　
自
転
車
で

　
　
　
　
　
　
菅す

が

沼ぬ
ま

優ゆ
う

さ
ん
（
第
一
中
学
校
１
年
）

平
成
29
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

市
長
賞

Vol.47

広報館林９

耐
震
診
断

募
集
期
間
　

11
月
30
日
㈭
ま
で

対
象
建
築
物
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る

も
の
）

■

昭
和
25
年
11
月
23
日
か
ら
同
56
年
５

　
月
31
日
ま
で
に
着
工
し
た
一
戸
建
て

　
木
造
住
宅
、又
は
木
造
併
用
住
宅（
住

　
宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）

■

平
屋
建
て
、
又
は
２
階
建
て

■

在
来
軸
組
工
法
で
建
築
し
た
も
の

募
集
戸
数
　

50
戸
（
先
着
順
。
簡
易
診

断
に
よ
り
選
考
）

費
用
　
無
料
（
診
断
資
格
者
の
交
通
費

１
０
０
０
円
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

耐
震
改
修
費
補
助

募
集
期
間
　

10
月
31
日
㈫
ま
で

対
象
建
築
物
　
本
市
が
実
施
し
た
耐
震

診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
又
は
高
い
」
と
診
断
さ
れ
た
も
の

無
料
の
耐
震
診
断
と
改
修
費
の
補
助

安
心
し
て
生
活
す
る
に
は
住
ま
い
か
ら

補　助

対
象
と
な
る
耐
震
改
修
　
精
密
診
断
で 

「
倒
壊
し
な
い
又
は
一
応
倒
壊
し
な
い
」

と
な
る
よ
う
に
行
う
耐
震
補
強
工
事

募
集
戸
数
　
３
戸
（
先
着
順
）

内
容
　
精
密
診
断
、
耐
震
補
強
設
計
及

び
耐
震
補
強
工
事
費
用
の
３
分
の
１
以

内
を
補
助
（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
条
件
に
よ
り
費
用
の
２
分
の
１
以
内

　
を
補
助
（
上
限
１
０
０
万
円
）

共
通
事
項

対
象
　
対
象
建
築
物
を
所
有
し
、
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

申
込
み
・
問
合
せ
　
建
築
課
建
築
指
導

係
（
内
線
４
０
６
）
へ

※
第
２
期
館
林
市
耐
震
改

　
修
促
進
計
画
を
策
定
し

　
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い

採　用

平
成
30
年
４
月
採
用
の
消
防
職
員
を
募
集

館
林
地
区
の
安
全
の
た
め
に
働
き
ま
せ
ん
か

募
集
期
間
　
８
月
７
日
㈪
〜
23
日
㈬（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

職
種
・
人
員
　
消
防
士
・
救
急
救
命
士

男
女
各
若
干
人

受
験
資
格

①
大
学
卒
業
　
平
成
３
年
４
月
２
日
〜

　
同
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
か
た

②
短
大
卒
業
　
平
成
５
年
４
月
２
日
〜

　
同
10
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
か
た

③
高
校
卒
業
　
平
成
７
年
４
月
２
日
〜

　
同
12
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
か
た

④
救
急
救
命
士
　
①
②
に
準
じ
た
年
齢

　
　（
救
急
救
命
士
国
家
資
格
、
又
は
同     

　
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
持
つ
か
た
）

※
①
②
③
は
、
い
ず
れ
も
卒
業
見
込
み

　
を
含
む

※
館
林
地
区
消
防
組
合
管
内
（
館
林
市
、

　
板
倉
・
明
和
・
千
代
田
・
邑
楽
町
）

　
に
住
む
か
た
で
、
日
本
国
籍
を
持
つ

　
か
た
。
た
だ
し
、
採
用
後
の
管
内
居

　
住
を
条
件
に
管
外
の
か
た
も
受
験
可
能

試
験
日
・
内
容

■

９
月
17
日
㈰
（
第
一
次
）　　
筆
記
試
験

 

■

11
月
５
日
㈰
（
第
二
次
）　　
体
力
・

　
論
文
・
面
接
試
験

※
第
二
次
試
験
は
第
一
次
試
験
合
格
者

　
が
対
象
で
、
試
験
日
は
予
定
で
す

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
23
日
㈬
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
申
込
書
（
同
組
合

消
防
本
部
及
び
各
署
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
　http://w

w
w

.fire-tatebayashi.jp/

に
あ
り
ま
す
）
を
直
接
、
又
は
郵
送
で

同
組
合
消
防
本
部
総
務
課
（
〒
３
７
４

─

０
０
３
９
　
美
園
町
７

─

３
　
℡
72

─

３
１
７
１
）
へ

※
郵
送
の
場
合
は
、
宛
先
を
記
入
し
て

　
82
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

　
同
封
し
て
く
だ
さ
い
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栃木県下都賀郡野木町野木2045－23

群馬県館林市東美園町30-16

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ

　
う
介
護
技
術

■

９
月
19
日
㈫
　
気
軽
で
お
い
し

　
い
介
護
食

※
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

　
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
新
橋
病
院（
下
三
林
町
）

定
員
　
各
20
人
程
度

持
参
す
る
物
　
上
履
き
　

申
込
み
　
８
月
８
日
㈫
か
ら
、
同

セ
ン
タ
ー
新
橋
（
℡
75

─

３
０
１

３
）
へ

②
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ

　
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
荘

と
き
・
内
容

■

８
月
29
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
11

　
時
30
分
　
介
護
保
険
制
度
、
福

　
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

■

９
月
12
日
㈫
　
午
前
11
時
〜
午

　
後
０
時
30
分
　
施
設
見
学
、
高

師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
に
よ
る
講

話
、
歯
科
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

指
導
、
妊
婦
体
操
、
保
育
、
風
呂

の
入
れ
方
、
乳
幼
児
救
急
救
命
法

な
ど

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
８
月
８
日
㈫
か
ら
健
康

推
進
課
（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１
５
５
）
へ

※
託
児
を
希
望
す
る
か
た
は
申
込

　
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

家
族
介
護
支
援
教
室

　
家
族
で
の
介
護
方
法
な
ど
に
つ

い
て
学
び
、
介
護
者
同
士
の
悩
み

も
話
せ
る
家
族
介
護
支
援
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

①
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ

　
ー
新
橋

と
き
・
内
容

■

８
月
22
日
㈫
　
分
か
り
や
す
い

　
介
護
保
険
制
度

■

８
月
29
日
㈫
　
適
切
な
福
祉
用

　
具
で
快
適
な
ケ
ア

■

９
月
12
日
㈫
　
し
っ
か
り
学
ぼ

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
な
ら
び
に

平
和
祈
念
に
黙
と
う
を

　
昭
和
20
年
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

て
か
ら
、
今
年
で
72
年
を
迎
え
ま

す
。
原
爆
が
広
島
に
投
下
さ
れ
た

８
月
６
日
午
前
８
時
15
分
と
、
長

崎
に
投
下
さ
れ
た
８
月
９
日
午
前

11
時
２
分
に
、
原
爆
死
没
者
の
瞑

福
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を

祈
念
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や

職
場
で
１
分
間
の
黙
と
う
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
８
月
15
日
は

 

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

す
る
日
」
で
す
。
正
午
に
１
分
間

の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
社
会
福
祉
課
社
会
係（
内

線
６
３
０
）

楽
し
く
子
育
て
を
学
ぶ

マ
マ
パ
パ
学
級
を
開
催

と
き
（
全
４
回
）

■

９
月
１
日
㈮
・
６
日
㈬
・
13
日

　
㈬
　
午
後
１
時
10
分
〜
４
時

■

９
月
23
日
㈷
　
午
前
９
時
30
分

　
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫
、
又
は
家
族

定
員
　

30
組
（
先
着
順
。
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
第
１
子
の
妊
婦

さ
ん
を
優
先
）

内
容
　
産
科
・
歯
科
医
師
、
助
産

　
齢
者
の
栄
養
・
介
護
食
の
試
食

　
体
験

と
こ
ろ
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
（
田
谷
町
）

定
員
　
各
10
人
（
先
着
順
）

申
込
み
　
８
月
26
日
㈯
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
荘
（
℡
77

─

１
１
６
５
）
へ

共
通
事
項

対
象
　
市
内
在
住
の
か
た

参
加
費
　
無
料

※
１
日
の
み
の
参
加

　
も
可
能
で
す

問
合
せ
　
①
同
セ
ン

タ
ー
新
橋
、
②
同
セ

ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー

荘
、
又
は
市
高
齢
者

支
援
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係
（
内

線
６
２
３
）
へ

講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

平
和
祈
念
に
黙
と
う
を

楽
し
く
子
育
て
を
学
ぶ

マ
マ
パ
パ
学
級

介
護
の
悩
み
を
解
決
す
る

家
族
介
護
支
援
教
室

いざというときに慌てないために
乳幼児救急救命法講習会
　子どもの突然の事故
や病気のときに慌てず
に対応できるよう、救
急救命士による救命講
習を行います。妊婦さ
ん、子育て中のかたは、
ぜひご参加ください。
とき　９月23日㈷　午
前９時30分～10時30分、又は午前10時30分
～11時30分の１時間講習
ところ　保健センター
内容　乳幼児心肺蘇

そ

生法、ＡＥＤに関する
講話と実技
参加費　無料
申込み　８月８日㈫から、健康推進課母子
保健係（同センター内　℡74-5155）へ

●
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
第
２
期

納
期
限
は
８
月
31
日
㈭
で
す
。
　
介
護
保
険
課
保
険
料
係
（
内
線
６
６
９
）、保
険
年
金
課
給
付
係
（
内
線
６
４
２
）

11 広報館林

●代表☎72 - 4111

●
ケ
イ
ド
リ
ー
ム
ス
・
ド
ー
ム
９
月
の
日
程

１
日
㈮
〜
18
日
㈷
、
20
日
㈬
〜
30
日
㈯
　
ケ
イ
ド
リ
ー
ム
ス
・
ド
ー
ム
館
林
（
☎
75-

０
３
５
５
）

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
座

歯
を
じ
ょ
う
ぶ
に
保
つ
方
法

と
き
　
９
月
８
日
㈮
　
午
後
２
時

〜
２
時
30
分

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　

30
人
（
先
着
順
）

内
容
　
正
し
い
歯
ブ
ラ
シ
選
び
・

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法

講
師
　
歯
科
衛
生
士

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
10
日
㈭

か
ら
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
係

 

（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

盆
栽
教
室

と
き
　
９
月
９
日
㈯
　
午
後
１
時

〜
４
時

と
こ
ろ
　
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

定
員
　

15
人
（
先
着
順
）

内
容
　
小
品
盆
栽
の
仕
立
て

講
師
　
田た

部べ

井い

国く
に

二じ

さ
ん
・
神か

ん

田だ

和か
ず

夫お

さ
ん（
市
文
化
協
会
園
芸
部
会
）

参
加
費
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
８
日
㈫

か
ら
22
日
㈫
ま
で
に
、
文
化
振
興

課
芸
術
文
化
係
（
同
ホ
ー
ル
内
　

℡
75

─

３
０
３
０
）
へ

※
初
日
の
み
午
前
９
時
か
ら
の
受

　
付
と
な
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
７
日
㈪

か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
（
℡
74

─

５

３
４
２
）
へ

郷
谷
公
民
館
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

と
き
　
９
月
11
日
㈪
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
　
郷
谷
公
民
館
　

定
員
　

20
人
程
度

内
容
　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
、
認
知
症
に

つ
い
て
の
講
話
な
ど

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談

セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
荘
（
℡
77

─

１
１
６
５
）
へ

問
合
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ

ー
荘
又
は
市
高
齢
者
支
援
課
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
係
（
内
線
６
２
３
）

健
康
講
座

塗
り
薬
の
正
し
い
使
い
方

と
き
　
８
月
31
日
㈭
　
午
後
４
時

〜
５
時

と
こ
ろ
　
館
林
厚
生
病
院
３
階
講
堂

講
師
　
田た

子ご

修お
さ
む

さ
ん
（
館
林
厚
生

病
院
皮
膚
科
部
長
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
直
接
会
場
へ

問
合
せ
　
同
病
院
経
営
企
画
課（
℡

72

─

３
１
４
０
）

※
録
音
・
撮
影
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

お
口
の
健
康
を
考
え
る

お
口
の
元
気
教
室

と
き
　
９
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分（
全
２
回
）

と
こ
ろ
　
館
林
邑
楽
歯
科
保
健
医

療
セ
ン
タ
ー
（
苗
木
町
）

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

か
た

定
員
　

20
人
（
先
着
順
）

内
容
　
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
、
歯
間
ブ
ラ
シ
の
選
び
方
、
顔

や
口
の
体
操
、
歯

科
医
師
へ
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
な
ど

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
筆
記
用
具

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
14
日
㈪

か
ら
、
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
係
（
内
線
６
７
５
）
へ

と
き
　
８
月
29
日
㈫
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

か
た

定
員
　

30
人

内
容
　
心
身
の
健
康
増
進
の
た
め

に
音
楽
の
持
つ
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

を
用
い
た
音
楽
療
法
を
学
び
ま
す

講
師
　
細ほ

そ

谷や

美み

直な
お

さ
ん
（
音
楽
療

法
士
）
他

参
加
費
　
無
料

地
域
で
の
見
守
り
方
を
学
ぶ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 マ

厚
生
病
院
健
康
講
座

塗
り
薬
の
正
し
い
使
い
方

歯
科
衛
生
士
か
ら
学
ぶ

歯
を
丈
夫
に
保
つ
方
法

楽
し
く
歌
っ
て
健
康
づ
く
り

音
楽
療
法
体
験

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

とき　９月12日㈫
▪午前の部　午前９時～正午
▪午後の部　午後１時30分～４時30分
ところ　市役所 504 会議室
対象　タブレット端末の未経験者及び初心者
定員　各20人（申込み多数の場合は抽選）
内容　タブレット端末の操作方法、インター
ネット・各種アプリ体験など
参加費　無料
持参する物　筆記用具のみ（タブレットは市
で準備したものを使います）
申込み　８月31日㈭（必着）までに、はがき
に希望時間（午前又は午後）、住所、氏名、年
齢、電話番号（日中連絡先）を記入し、企画
課システム管理係（〒374-8501　市役所内）へ
問合せ　同システム管理係 （内線 331）

基礎から使い方を学べる
タブレット入門講座

お
口
の
元
気
教
室

〜
元
気
は
お
口
の
健
康
か
ら
〜 マ

基
礎
か
ら
学
ぶ

盆
栽
教
室

かんたん！
タブレット
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同
大
学
こ
ど
も
研
究
セ
ン
タ
ー（
〒

３
７
４

─

８
５
５
５
　
大
谷
町
６

２
５
　
　

74

─

１
２
１
５
　
　ko

dom
oken@kanto-gakuen.ac.jp

）へ

問
合
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
（
℡
74

─

１
２
１
２
）、又
は
市
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
（
内
線
２
２
４
）

森
林
楽
講
座
と
緑
化
講
座

森
林
楽
習
講
座

と
き
　
９
月
12
日
㈫（
雨
天
決
行
）

定
員
　

20
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　
平
地
林
と
多
々
良
沼
周

辺
の
自
然
観
察

講
師
　
青あ

お

木き

雅ま
さ

夫お

さ
ん
（
県
自
然

環
境
調
査
研
究
会
調
査
員
）

申
込
開
始
日
　
８
月
28
日
㈪

市
民
の
会
９
月
行
事
予
定

と
き
　
９
月
14
日
㈭
　
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
０
１
会
議
室

定
員
　

40
人
（
先
着
順
）

内
容
　
館
林
古
代
の
歴
史
・
古
墳

講
師
　
岡お

か

屋や

紀の
り

子こ

さ
ん
（
市
史
編

さ
ん
セ
ン
タ
ー
所
長
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
10
日
㈭

か
ら
相あ

い

川か
わ

静し
ず

夫お

さ
ん
（
℡
73

─

２

３
７
６
）、又
は
市
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
（
内
線
２
２
４
）
へ

※
同
会
会
員
で
な
い
か
た
は
、
年

　
度
会
費
１
０
０
０
円
が
別
途
必
要

関
東
短
期
大
学
公
開
講
座

「
古
写
本
で
読
む
源
氏
物
語
」

と
き
　
９
月
16
日
㈯
　
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
関
東
短
期
大
学（
大
谷
町
）

対
象
　
中
学
生
以
上

定
員
　
１
０
０
人
程
度

内
容
　
古
写
本
の
源
氏
物
語
を
読

み
、
く
ず
し
字
に
親
し
む

講
師
　
中な

か

野の

真ま

樹き

さ
ん
（
同
大
学

講
師
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
９
月
８
日
㈮
ま
で
に
、

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
又
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、電

話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

建
築
士
の
仕
事
を
学
ぶ

お
か
し
の
家
づ
く
り
教
室

と
き
　
８
月
26
日
㈯
　
午
後
１
時

〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
保

護
者
同
伴
）

定
員
　

20
人
（
先
着
順
）

内
容
　
お
菓
子
の
家
づ
く
り
を
通

し
て
、
図
面
作
成
、
建
築
確
認
申

請
、
完
了
検
査
ま
で
を
体
験
し
ま
す

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
材
料
費
、

保
険
料
）

申
込
み
　
８
月
15
日
㈫
ま
で
に
、

住
所
、
保
護
者
氏
名
、
電
話
番
号
、

子
ど
も
の
氏
名
・
学
年
を
記
入
し
、

フ
ァ
ク
ス
、
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
一

般
社
団
法
人
群
馬
建
築
士
会
館
林

支
部
（

75

─

２
５
６
７
　

 dr
eam

houseokashi@
yahoo.co.

jp

）
へ

問
合
せ
　
小こ

池い
け
と
も知

美み

さ
ん
（
同
会

女
性
部
担
当
　
℡
74

─

４
１
８
５
）、

又
は
市
建
築
課
建
築
指
導
係
（
内

線
４
０
６
）

緑
化
講
座

と
き
　
９
月
７
日
㈭
　

定
員
　

60
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　
ソ
ラ
マ

メ
や
タ
マ
ネ
ギ
な

ど
秋
植
え
野
菜
の

育
て
方

講
師
　
多た

た々

木き

英ひ
で

男お

さ
ん
（
農
業

普
及
指
導
員
）

申
込
開
始
日
　
８
月
21
日
㈪

共
通
事
項

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
郡
邑
楽
町
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
申
込
開
始
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー
（
℡
88

─

７
１
８
８
、

又
は
℡
89

─

０
７
８
２
）
へ

生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会

館
林
の
古
代
を
学
ぶ

関
東
短
期
大
学
公
開
講
座

古
写
本
で
読
む
源
氏
物
語

地
域
の
緑
な
ど
を
学
習

森
林
楽
習
講
座
と
緑
化
講
座

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

　子育て中のかたや、
子どもと関わりのあ
るかた、子どもたち
との上手な関わり方
を基礎から学びませんか。
とき　９月５日㈫～11月９日㈭　午後７時
20分～８時40分（全10回）
※詳しくはお問い合わせください
ところ　市役所 501会議室など
定員　30人程度
内容　子どもたちのよき相談相手になれる
よう、カウンセリング理論と方法を基礎か
ら学びます
参加費　無料
申込み・問合せ　８月７日㈪から、生涯学
習課青少年係（内線 229）へ

●
文
化
会
館
休
館
の
お
知
ら
せ

８
月
７
日
㈪
は
施
設
保
守
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
　
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
係
（
文
化
会
館
内
　
☎
74-

４
１
１
１
）

建
築
士
の
仕
事
を
学
ぶ

お
か
し
の
家
づ
く
り
教
室

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　 　0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あ な た は 大 丈 夫 ？ 　 相 続 税 の こ と 考 え て ま す か ？
悩 む 前 に ご 相 談 を ！（ 無 料 相 談 受 付 中 　 土・日・　 可 ）

子どもたちとの接し方を学ぶ
青少年カウンセリング入門講座

13 広報館林

●代表☎72 - 4111

下
は
３
０
０
円
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
市
芸
術
文
化
祭
運
営
委

員
会
（
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
内
　

℡
75

─

３
０
３
０
）

正
確
な
計
量
を
呼
び
掛
け
る

県
計
量
啓
発
標
語
を
募
集

対
象
　
県
内
に
在
住
の
か
た

テ
ー
マ

■

正
し
い
計
量
の
た
い
せ
つ
さ
を

　
呼
び
か
け
る
も
の

■

適
正
な
計
量
器
が
、
使
用
・
流

　
通
さ
れ
る
こ
と
を
促
す
も
の

募
集
規
定

■

自
作
で
未
発
表
の
作
品

■

一
人
２
作
品
ま
で
応
募
可

賞

　入
選
２
作
品
（
図
書
カ
ー
ド

２
千
円
分
を
贈
呈
）

発
表

　９
月
予
定

応
募
期
限

　８
月
31
日
㈭
必
着

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
（
県
計
量

検
定
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
を
、
郵
送
又
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
検
定
所
（
〒
３
７
９

─

２
１
５

２
　
前
橋
市
下
大
島
町
81

 

13
　

　
０
２
７

─

２
６
３

─

３
１
４
２
）へ

※
同
検
定
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

　://w
w
w
.pref.gunm

a.jp/07/

　z5000001.htm
l

）

問
合
せ
　
同
検
定
所
（
℡
０
２
７

─

２
６
３

─

２
４
３
６
）、又
は
市

商
業
観
光
課
商
業
振
興
係
（
内
線

２
０
７
）

　
一
般
３
０
０
０
円
、
会
員
１
０

　
０
０
円
（
食
品
の
販
売
価
格
は

　
上
限
５
０
０
円
）

※
市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た
に
限

　
り
ま
す

■

展
示
の
み
の
場
合
　
一
般
１
０

　
０
０
円
、
会
員
無
料

※
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
参
加
は
無
料

定
員
　
テ
ン
ト
出
店
22
団
体
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
出
演
14
団
体

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
８
日
㈫

か
ら
25
日
㈮
ま
で
に
、
同
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
　
内
線
６

８
６
）
へ

市
民
囲
碁
将
棋
ま
つ
り

と
き
　
９
月
３
日
㈰
　
午
前
９
時

50
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
予
定
）

※
受
付
時
間
　
午
前
９
時
10
分
〜

　
９
時
45
分

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
他

内
容
　
段
位
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
ご

と
の
対
局

参
加
費
　
５
０
０
円
（
中
学
生
以

健
康
づ
く
り
を
題
材
に

健
康
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
・
在
学

の
小
・
中
学
生

応
募
規
定

■

用
紙
　
四
ツ
切
（
縦
横
と
も
に

　
可
）、紙
質
・
色
彩
は
自
由

■

図
案
　
健
康
づ
く
り
を
題
材
と

　
し
て
考
え
た
標
語
と
、
標
語
に

　
関
連
す
る
ポ
ス
タ
ー
（
必
ず
標

　
語
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）

応
募
点
数
　
一
人
１
点
（
自
分
で

創
作
し
た
未
発
表
の
作
品
）

応
募
上
の
注
意

　応
募
作
品
の
裏

面
右
下
に
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
学
校
名
及
び
学
年
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
８
日
㈮

ま
で
に
、
郵
送
又
は
直
接
、
保
険

年
金
課
国
保
係
（
〒
３
７
４

─

８

５
０
１
　
市
役
所
内
　
内
線
６
２

５
）
へ

国
際
交
流
ま
つ
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

と
き
　
10
月
９
日
㈷
　
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
玄

関
前
「
市
民
の
広
場
」

内
容
　
お
国
自
慢
の
料
理
や
物
品

の
販
売
・
展
示
及
び
ダ
ン
ス
や
歌

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露

参
加
費
（
テ
ン
ト
出
店
料
）

■

料
理
や
物
品
を
販
売
す
る
場
合

募
集

健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に

健
康
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

国
際
交
流
ま
つ
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

対
局
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

市
民
囲
碁
将
棋
ま
つ
り

とき　８月30日㈬　午後７時
ところ　多々良公民館
定員　150 人（先着順）
内容　本市出身のヴァイオリニスト“酒

さか

井
い

ありさ”さんによるヴァイオリンコンサー
ト。ピアニストは石

いし

川
かわ

絢
あや

子
こ

さん
参加費　無料
申込み・問合せ　８月８日㈫から同館（℡
74-9174）へ

●
第
65
回
全
国
高
等
学
校
決
勝
弁
論
大
会

９
月
２
日
㈯
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
　
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
　
入
場
無
料
　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
　
県
立
館
林
高
等
学
校
（
☎
72-

４
３
０
７
）

正
確
な
計
量
を
呼
び
か
け
る

計
量
啓
発
標
語
を
募
集─

ヴァイオリンコンサート
名曲たっぷり！世代を超えて楽しめる
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持
参
す
る
物
　
飲
み
物
、
雨
具

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

※
当
日
の
体
調
を
考
慮
の
う
え
、

　
ご
参
加
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興

係
（
城
沼
総
合
体
育
館
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）

北
横
岳
（
八
ヶ
岳
）
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
参
加
者
募
集

と
き
　
９
月
３
日
㈰
　
午
前
５
時
・

館
林
市
役
所
出
発
　
午
後
６
時
帰

着
（
予
定
）

※
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合
は
９

　
月
10
日
㈰
に
順
延

行
き
先
　
北き

た

横よ
こ

岳だ
け （

長
野
県
茅
野
市
）

コ
ー
ス
　
北
八
ヶ
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
山さ

ん

麓ろ
く

駅
〜
（
ゴ
ン
ド
ラ
）
〜
山さ

ん

健
康
な
か
た

募
集
人
数
　
若
干
人

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
31
日
㈭

ま
で
に
、
邑
楽
館
林
施
設
園
芸
等

担
い
手
受
入
協
議
会
事
務
局
（
邑

楽
館
林
農
業
協
同
組
合
　
園
芸
指

導
課
内
　
℡
73

─

４
９
９
１
）
へ

邑
楽
土
地
改
良
区
で

臨
時
職
員
を
募
集

募
集
人
員
　
若
干
人

受
験
資
格
　
高
校
卒
業
以
上
（
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

込
可
）
の
18
歳
〜
25
歳
の
か
た

給
与
　
地
方
公
務
員
に
準
じ
る
　

採
用
期
日
　
平
成
30
年
４
月
１
日

予
定
（
正
職
員
登
用
あ
り
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
15
日
㈫

か
ら
31
日
㈭
ま
で
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
に
、
履
歴
書
を
邑
楽
土

地
改
良
区
事
務
所 

（
〒
３
７
４

─

０
１
１
１
　
邑
楽
郡
板
倉
町
海
老

瀬
６
１
２
２
　
℡
82

─

０
５
１
８
）へ

秋
季
た
て
ば
や
し

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク

と
き
　
９
月
９
日
㈯
　
午
前
８
時

30
分
　
渡
瀬
公
民
館
集
合
　
ゴ
ー

ル
後
随
時
解
散
（
荒
天
中
止
）

コ
ー
ス
　
渡
瀬
地
区
北
部 （
約
７
㎞
）

参
加
費
　
無
料 

文
芸
展
・
書
道
展
の

申
込
み
は
９
月
15
日
ま
で

　
芸
術
文
化
祭
の
文
芸
展（
俳
句
・

短
歌
・
川
柳
）
及
び
書
道
展
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
及
び
邑
楽
郡
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
高
校

生
以
上
の
か
た

出
品
料
　
無
料

募
集
要
項
・
出
品
票
　
三
の
丸
芸

術
ホ
ー
ル
及
び
文
化
会
館
、
各
公

民
館
に
あ
り
ま
す

申
込
み
　
９
月
15
日
㈮
ま
で
に
、

出
品
票
又
は
出
品
目
録
を
同
芸
術

ホ
ー
ル
へ

問
合
せ
　
芸
術
文
化
祭
運
営
委
員

会
（
同
芸
術
ホ
ー
ル
内
　
℡
75

─

３
０
３
０
）

キ
ュ
ウ
リ
栽
培

新
規
就
農
者
を
募
集

　
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
で
生
計
を
立
て

た
い
と
考
え
て
い
る
か
た
に
就
農

に
つ
い
て
の
現
地
説
明
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

現
地
説
明
会
　
９
月
９
日
㈯

※
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
の

　
農
業
体
験
を
10
月

　
中
旬
頃
実
施
予
定

募
集
要
件
　
市
内
及

び
邑
楽
郡
内
在
住
の
心
身
と
も
に

頂ち
ょ
う

駅
〜
坪つ

ぼ

庭に
わ

〜
北
横
岳
ヒ
ュ
ッ
テ

〜
北
横
岳
南
峰
〜
北
峰
（
往
復
約

３
時
間
）

対
象
　

18
歳
以
上
の
か
た

定
員
　

35
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
８
０
０
０
円
（
バ
ス
・

ゴ
ン
ド
ラ
代
、
保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
物
　
雨
具
、
防
寒
具
、

昼
食
、
飲
み
物
な
ど

※
軽
登
山
靴
を
着
用
く
だ
さ
い

申
込
み
　
８
月
20

日
㈰
の
午
前
９
時

30
分
に
、
参
加
費

を
添
え
て
城
沼
総

合
体
育
館
へ

問
合
せ
　
根ね

岸ぎ
し

博ひ
ろ

行ゆ
き

さ
ん
（
館
林

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
　
℡
０
９
０

─

８
３
１
４

─

０
４
１
８
）、又
は

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係
（
同

館
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）

北
横
岳
（
八
ヶ
岳
）
を

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か

邑
楽
土
地
改
良
区
で

臨
時
職
員
を
募
集

キ
ュ
ウ
リ
栽
培

新
規
就
農
者
を
募
集

文
芸
展
と
書
道
展

申
込
み
は
９
月
15
日
ま
で

ス
ポ
ー
ツ

９
月
の
相
談

※

　と
き
、
　
と
こ
ろ
、

　問
合
せ
。

　平
日
の
場
合
、
祝
日
は
除
き
ま
す

心
配
ご
と
・
人
権
・
行
政
相
談

３
日
㈰
・
12
日
㈫
・
17
日
㈰
・

　
26
日
㈫
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
正
午

法
律
相
談
（
予
約
制
。
１
週
間

前
の
月
曜
日

　午
前
９
時
か
ら

受
け
付
け
ま
す
）

５
日
㈫
・
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・

　
26
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
午
前

　
11
時
30
分

結
婚
相
談

17
日
㈰
・
24
日
㈰
　
午
後
１

　
時
〜
４
時

※

い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ
ン

　
タ
ー

※

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
協
議

　
会
（
℡
75 -

７
１
１
１
）

年
金
相
談
（
予
約
制
。
１
週
間

前
の
木
曜
日

　午
前
８
時
30
分

か
ら
受
け
付
け
ま
す
）

21
日
㈭
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
午
後
３
時

市
役
所
２
０
３
会
議
室

保
険
年
金
課
（
内
線
６
１
８
）

高
齢
者
な
ん
で
も
相
談
（
60
歳

以
上
対
象
）

火
・
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜

　
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

・

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
℡

　
74-

５
３
４
２
）

募
集

とき　８月26日㈯　
午後５時30分～７時
ところ　多々良沼公
園浮島弁財天駐車場
 （邑楽郡邑楽町）
内容　約２万羽のツ
バメがヨシ原の中にねぐら入りする様
子を観察します
参加費　200 円（保険料など）
※ただし、中学生以下は無料
持参する物　双眼鏡（貸出用は数に限
りがあります）
申込み　当日会場へ
問合せ　松

ま つ

本
も と

文
ふ み

勝
か つ

さん（日本野鳥の会
群馬館林分会　℡72-6452）、又は市地
球環境課環境保全係（内線453）

ツバメたちの日常をウオッチング
ツバメのねぐら入り観察会

秋
季
た
て
ば
や
し

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク

マ

●
自
衛
官
の
募
集

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田
出
張
所
（
☎
45-

５
５
６
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●代表☎72 - 4111
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農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
手
続
き
に
つ
い
て

　
農
業
振
興
地
域
内
に
お
け
る
農

用
地
（
青
地
）
は
、
今
後
10
年
以

上
に
わ
た
り
農
業
上
の
利
用
を
確

保
す
べ
き
土
地
と
さ
れ
て
お
り
、

他
の
目
的
に
利
用
す
る
た
め
に
農

用
地
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
以
下
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

①
農
用
地
な
ど
以
外
の
用
途
に
供

　
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
当
で
、

　
農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
す
べ

　
き
土
地
が
な
い
こ
と

②
農
業
上
の
効
率
的
か
つ
総
合
的

　
な
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

　
れ
が
な
い
こ
と

③
担
い
手
の
利
用
集
積
に
支
障
を

　
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と

④
土
地
改
良
施
設
の
有
す
る
機
能

　
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な

　
い
こ
と

⑤
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
完
了

　
後
８
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

注
意
事
項

■

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
は
、

　
具
体
的
な
転
用
計
画
が
あ
り
、

　
必
要
性
、
緊
急
性
が
あ
る
も
の

　
に
限
り
ま
す

■

農
地
転
用
、
開
発
許
可
な
ど
の

　
許
可
見
込
み
が
な
い
場
合
は
受

　
付
で
き
ま
せ
ん

受
付
期
間
　
９
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く

問
合
せ
　
農
業
振
興
課
農
業
振
興

係
（
℡
72

─

４
１
１
１
　
内
線
２

４
６
）

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

　
市
労
使
教
育
委
員
会
及
び
館
林

商
工
会
議
所
で
は
、
事
業
所
な
ど

で
永
年
に
わ
た
り
勤
続
さ
れ
て
い

る
従
業
員
の
か
た
を
産
業
祭
に
合

わ
せ
て
表
彰
し
ま
す
。
該
当
す
る

従
業
員
を
推
薦
く
だ
さ
い
。

表
彰
者
の
推
薦

対
象
　
市
内
の
同
一
事
業
所
に
勤

続
30
年
以
上
、
25
年
以
上
、
20
年

以
上
、
15
年
以
上
、
10
年
以
上
及

び
５
年
以
上
で
、
地
域
産
業
の
発

展
に
尽
く
す
と
と
も
に
、
他
の
従

業
員
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
か
た

事
業
所
負
担
金
（
一
人
） 

　
５
０

０
０
円

申
込
み
　
９
月
22
日
㈮
ま
で
に
、

推
薦
書
及
び
被
表
彰
候
補
者
名
簿

 

（
市
産
業
政
策
課
及
び
同
会
議
所

に
あ
り
ま
す
）
を
同
委
員
会
事
務

局
（
同
課
内
）、又
は
同
会
議
所
へ

表
彰
式

と
き
　

11
月
19
日
㈰（
市
産
業
祭
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

共
通
事
項

問
合
せ
　
同
委
員
会
事
務
局
（
同

課
内
　
内
線
２
０
６
）
又
は
同
会

議
所
（
℡
74

─

５
１
２
１
）

国
民
年
金
保
険
料

納
付
相
談
会
を
開
催

と
き
　
８
月
30
日
㈬
　
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
０
１
Ａ
会
議
室

内
容
　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

及
び
免
除
な
ど
の
相
談

持
参
す
る
物
　
身
分
証
及
び
、
年

金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
物

申
込
み
　
直
接
会
場
へ

問
合
せ
　
太
田
年
金
事
務
所
（
℡

49

─

３
７
１
６
）、又
は
市
保
険
年

金
課
年
金
係
（
内
線
６
１
８
）

税
理
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会

と
き
　
９
月
２
日
㈯
　
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た

４
階
研
修
室
３
（
太
田
市
）

内
容
　
相
続
の
手
続
き
や
生
前
贈

与
、
遺
言
書
の
書
き
方
な
ど

申
込
み
　
当
日
会
場
へ （
予
約
不
要
）

問
合
せ
　
群
馬
司
法
書
士
会
（
℡

０
２
７

─

２
２
４

─

７
７
６
３
）

お
知
ら
せ

農
用
地
域
か
ら
の

除
外
手
続
き
に
つ
い
て

税
理
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会

国
民
年
金
保
険
料

納
付
相
談
会
を
開
催

９
月
の
相
談

〜
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
〜

消
費
生
活
相
談

月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜

　
午
後
４
時

・

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー （
℡

　
72-
９
０
０
２
）

外
国
人
相
談

12
日
㈫
・
26
日
㈫
　
正
午
〜

　
午
後
３
時

市
役
所
市
民
課
前

市
民
協
働
課 （
内
線
６
８
６
）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
業
相
談

月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜

　
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

市
民
セ
ン
タ
ー
分
室

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
業
相
談
室

　 

（
℡
74-

９
５
５
１
）

労
働
相
談

12
日
㈫
・
26
日
㈫
　
午
後
１

　
時
30
分
〜
４
時

市
役
所
２
０
３
会
議
室

産
業
政
策
課
（
内
線
２
０
６
）

若
者
キ
ャ
リ
ア
相
談
（
就
労
相

談
・
35
歳
以
下
対
象
。
予
約
制
）

８
日
㈮
・
27
日
㈬
　
午
後
７

　
時
〜
９
時

・

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
℡

　
72-

４
３
０
４
）

出
張
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
就
労
相
談
・
40
歳
未
満
対
象
。

予
約
制
）

８
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後

　
４
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

　
ー
シ
ョ
ン
東
毛
常
設
サ
テ
ラ

　
イ
ト
（
℡
57-

８
２
２
２
）

とき　９月18日㈷　午前９時30分～正午
※雨天の場合は９月23日㈷
ところ　つつじが岡公園 SugarHillcafe
定員　50人（先着順）
講師　岩

い わ

崎
さ き

寿
じ ゅ

利
り

さん（ヨーガ療法士）
参加費　 2,000 円（ランチ込み)
※60歳以上のかたは、敬老の日のため 500円
　割引となります（身分証の提示が必要）
持参する物　ヨガマット又はレジャーシート、
日除け・虫除け
申込み　８月９日㈬から、電話又はメールで
岩崎寿利さん（℡52-8310
　cocoroshanti@yahoo.co.jp）へ
問合せ　岩崎寿利さん又は
つつじが岡公園課整備運営
係（℡74-5233）

芝生の上で青空ヨーガと
おいしいランチを楽しもう

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

●
気
象
警
報
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

気
象
庁
の
気
象
警
報
の
４
つ
を
改
善
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
前
橋
地
方
気
象
台
（
☎
０
２
７-

８
９
６-

１
２
２
０
）



市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば
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file_277

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、「
健
康
に
生
活
す
る

に
は
、
食
事
・
運
動
・
休
養
が

た
い
せ
つ
」
と
、
岩
本
さ
ん
は

日
頃
の
生
活
習
慣
の
あ
り
方
に

し
っ
か
り
と
目
を
向
け
ま
す
。

現
在
、
会
長
と
し
て
メ
ン
バ
ー

た
ち
の
か
じ
を
取
る
岩
本
さ
ん
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
の
協
力
の
も
と
、

リ
ー
ダ
ー
研
修
や
地
域
へ
の
伝

達
活
動
に
よ
り
「
食
」
の
た
い

せ
つ
さ
を
推
進
し
ま
す
。

　
健
康
あ
っ
て
の
楽
し
い
生
活
。

私
た
ち
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
る
、
岩
本
さ
ん

た
ち
食
改
推
の
活
動
に
、
今
後

も
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　 

「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手

で
」を
今
年
の
テ
ー
マ
に
、「
食
」

を
通
じ
た
正
し
い
生
活
習
慣
の

普
及
を
図
る
館
林
市
食
生
活
改

善
推
進
員
協
議
会
（
以
下
「
食

改
推
」）。
岩
本
さ
ん
は
、
今
年

４
月
か
ら
食
改
推
の
会
長
と
し

て
、
70
人
を
超
え
る
メ
ン
バ
ー

の
ま
と
め
役
を
担
い
ま
す
。

　
岩
本
さ
ん
が
、
食
改
推
で
活

動
を
始
め
た
の
は
約
20
年
前
。

公
民
館
の
女
性
セ
ミ
ナ
ー
で
知

人
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
食
改

推
の
活
動
は
、
正
し
い
生
活
習

慣
の
普
及
を
は
じ
め
、
食
育
や

地
産
地
消
、
減
塩
料
理
の
推
進

profile
昭和20年 3月、茨城県境町に生まれる。
現在、食改推の活動の他、高齢者への会
食サービスを月１回行う。活動的でさま
ざまな趣味の持ち主。今は毎週太極拳で
体を動かすほか、スポーツ吹き矢を楽し
む。城沼公民館の女性セミナー学級長。

「食」を通じた健康法を広く発信していきたい

（大谷町）
岩
いわ

本
もと

良
りょう

子
こ

さん

健
康
に
生
活
す
る
た
め
に

　
食
生
活
の
た
い
せ
つ
さ
を

地域に広めるための事前勉強を行うリーダー研修（写
真左）と、活動の普及などを目的に館林まつりの民謡
流しにも参加する食改推メンバー（写真右）
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フォトキャンバス

17 広報館林

プールを舞台にかるた取り
水中で熱戦を展開

エコキャンドルが照らす七夕の夜
環境に優しい取り組みを考えよう

　第30回水中かるた大会が、７月17日、城沼市民プ
ールで開催されました。参加した小学生たちは、札
が読み上げられると、プールの中に沈められた巨大
な館林かるたを目がけて、勢いよくスタート。水中
で繰り広げられる熱戦に、はじけるような笑顔と歓
声がプール全体を包み込んでいました。

　竜
たつ

の井キャンドルロードが、７月７日、館林駅前の竜
の井広場で行われました。これは省エネ、温暖化防止を
ＰＲするために、「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペー
ン」の一環として行われたもの。キャンドルの柔らかな
光に、多くの人びとが足を止めて見入っていました。

模擬店舗宇宙カフェが市役所で開店
丁寧な接客でお客さんをおもてなし

　喫茶サービス宇
そ

宙
ら

カフェが、７月３・４日の２日間、
市役所市民ホールで開店しました。これは県立館林高等
特別支援学校の生徒が、飲み物を来場者に無料で提供す
るサービスで今年で７回目。会場は生徒たちの丁寧な接
客と熱心な仕事ぶりで、活気にあふれていました。

　支部対抗ターゲットバードゴルフ大会が、７月２日、
谷田川北部運動公園で行われました。和気あいあいとプ
レーを楽しむ選手たちの表情は、笑顔を交えつつも真剣
そのもの。暑い日ざしに負けず、好成績を目指して互い
に腕前を競い合いました。

楽しみながらスコアを競い合う
各支部代表選手が一堂に会し



182017．８．1

施設
だより

文化会館・三の丸芸術ホール

文学館

催し物ご案内＆スケジュール

市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

田山花袋記念文学館
（℡74 - 5100）

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

とき　11月５日㈰　午後２時開演
ところ　三の丸芸術ホール
チケット（全席自由）　一般　2 , 0 0 0
円、小・中学生　1 , 0 0 0円
※友の会会員は一般2 0 0円引き
※未就学児の入場はご遠慮ください
販売　８月27日㈰の午前９時から、同
館窓口へ
※友の会会員は８月26日㈯から

とき 会場 催し物

８
月

25日㈮～
27日㈰ 展 文化書道北関東連合会書道展

26日㈯ 芸 館林ピアノ音楽教室発表会

27日㈰
小 館林リコーダーアンサンブル

リコーダーコンサート

芸 根岸弥生ピアノコンサート・
朗読劇

９
月

２日㈯・
３日㈰ 展 小・中学生教育書道展

２日㈯ 芸 県立館林高等学校　全国決勝
弁論大会

８日㈮～
10日㈰ 展 日本書教育連盟「書群」清書

作品展

８月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■文化会館　７日㈪・℡ 74 - 4111
■城沼総合体育館　25日㈮・℡74 - 2611
■図書館・第一資料館　31日㈭・℡74 - 2346

先
人
た
ち
の

　
　
　を
た
ど
っ
て

　昭和８年（1933）、この碑はかつてあった館林
競馬場の入口に、邑楽郡畜産組合によって馬

ば

頭
とう

観
かん

世
ぜ

音
おん

として建てられました。館林競馬場は昭
和８年に開場し、一時期は年間で10万人の入場
者を数え、群馬県内の競馬場で最も盛況でした。
県外から泊まりがけで訪れる客もいましたが、
昭和14年、戦争の影響で廃止されました。

邑楽郡畜産組合の碑
近藤町

市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

小：文化会館小ホール　芸：三の丸芸術ホール
展：展示室（８月15日～９月14日）
※７月15日現在の情報です
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碑16

～いしぶみ～
　文学館では、花袋著作の装

そう

幀
てい

と挿絵に関する展示
を行っています。
　花袋の装幀には花が描かれていることが多く、『楽
園』では、パターン化されたかわいらしいデザイン
で表現されています。その一方で、『河そひの春』で
は、一輪一輪が繊細に描写され、花軸や花びらの流
れるような表現から風の動きや花の香りを感じるこ
とができます。
　この機会に、視覚で文学を楽しんでみてください。
展示期間　10月15日㈰まで

花袋著作の花咲く装幀

　ＦＭＮＡＣＫ５のパーソナリティとしても知られる落語家・三
さん

遊
ゆう

亭
てい

鬼
おに

丸
まる

の芸歴20周年記念ツアーが館林にやって来ます！真打昇
進から７年、ますます波に乗る三遊亭鬼丸の真骨頂、落語の魅力
をぜひご堪

たん

能ください。

三遊亭鬼丸芸歴20周年記念ツアー
１都６県15所「鬼タビ　ＯＮＩ－ＴＡＢＩ」

　『楽園』８版　装幀者不明
大正２年発表作品の改装版

　『河そひの春』大正８年発表
装幀：名

な

取
とり

春
しゅん

仙
せん
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図書館 図書館
（℡74- 2346）

新着＆おすすめ本紹介

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

８月16日㈬ はだしのゲン

８月19日㈯
氷雪の門　樺太 19 4 5年夏

８月20日㈰

９月２日㈯ 遠い空の向こうに（吹替）

９月３日㈰ 遠い空の向こうに（字幕）

９月６日㈬ アルジャーノンに花束を（字幕）

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

８月20日㈰ おじゃる丸スペシャル
わすれた森のヒナタ

９月３日㈰ 人魚姫

映画会で楽しいひとときを

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

　子ども自身が危険から身を守る能力を
身につけるために、親ができることは？
防犯のプロが教える、わが子を危険から
守る方法を紹介します。（一般書）

舟生岳夫／著　日経ＢＰ社

子どもの防犯マニュアル

　　「しらないおとなにはなしかけられた
ら、どうする？」自分の身を守るための
方法を分かりやすく教えてくれる、防災
と防犯の絵本です。（児童書）

ゆうかい・まいご　どうするの？
せべまさゆき／絵　国崎信江／監修　金の星社

①夜間天体観望会
　「ペルセウス座流星群観察にチャレンジ！」
　　三大流星群のひとつであるペルセウス座流星群
　の観察にチャレンジします。
　とき　８月12日㈯　午後７時～８時30分
　「七夕の星を探そう」
　　旧暦の七夕にちなみ、天の川を
　はさんで見られる織姫や彦星、惑
　星などを観察します。
　とき　８月26日㈯　午後７時～８時30分
　※雨天・曇天の場合は中止
②サイエンスショー
　　「発見！摩擦のスゴ技」
　　摩擦力について楽しく学べる実験ショーです。
　とき　８月20日㈰　午後１時50分～２時20分
　　「グラグラ!?地震のサイエンス」
　　地震のしくみや防災などについて学べる実験シ
　ョ―です。
　とき　９月３日㈰　午後１時50分～２時20分

広報

科学館
向井千秋記念子ども科学館

（℡75 - 1515）
①～③は参加費無料（ただし、②～③は大人（高校生以上）は別途入館料がかかります）

③公開天文台
　　太陽の黒点や昼間でも見ることができる星を観
　察します。
　とき　８月13日㈰・27日㈰　午後１時50分～２時
　20分
大人の理科読コーナー
　１階エントランスにある　「大人の理科読コーナー」
には、大人が楽しめる科学に関する本が置いてあり
ます。また、３階の資料コーナーには図鑑や自由研
究の本などが約 2,000冊！夏休みの学習にぴったり
です。
プラネタリウム
　当館のプラネタリウムは、
ドームの直径が23メートル
あり、県内最大です。地上
から見た星空だけでなく、
宇宙のいろいろな場所から見た星空もリアルに再現
できます。夏休み期間中は平日も投影しますので、
迫力ある映像をお楽しみください。



問合せ　健康推進課（℡ 74 ‒ 5155）
※高齢者あんしん相談センター職員
　による相談は高齢者支援課地域包
　括ケア推進係（内線675）　

９月の健診・相談

乳幼児健診
名称 とき 対象

４か月児 26日㈫ Ｈ29．５月生
10か月児 27日㈬ Ｈ28．11月生
１歳６か月児 15日㈮ Ｈ28．２月生
２歳児歯科 19日㈫ Ｈ27．９月生
３歳児 12日㈫ Ｈ26．７月生
時間　午後０時45分～１時30分
ところ　保健センター

母乳育児相談
とき 対象

５日㈫ １歳未満児と保護者
時間　午前９時30分～11時
ところ　保健センター

保健師・栄養士・高齢者あんしん相
談センター職員の健康相談

とき ところ
５日㈫ 城 沼 公 民 館
８日㈮ 西 公 民 館
13日㈬ 渡 瀬 公 民 館
19日㈫ 分 福 公 民 館
26日㈫ 大 島 公 民 館

時間　午前９時30分～11時

相談内容
病気や生活習慣、妊娠、
出産、子育て、介護など

持参する物
乳幼児は、母子健康手帳
40歳以上は、健康手帳

Health
   and
Child care

健康と
子育て

９月の相談 ※ とき、 ところ、 問合せ。平日は祝日を除く

ヘルスアップ相談会
とき 内容

８日㈮ 血圧測定や個別相談など
時間　午後１時30分～２時
ところ　保健センター

ストレス・こころの相談（予約制）
　６日㈬・20日㈬　午後１時30分～
　３時
ふれあい相談会（神経難病生活支援
相談会）（予約制）
　14日㈭　午後１時15分～３時30分
エイズ相談（予約制）
　５日㈫・12日㈫・19日㈫・26日㈫
　午前９時30分～10時30分
※　・　いずれも館林保健福祉事務
　所保健係（℡72 ‒ 3230）
こころの健康相談（予約制）
　21日㈭　午後１時30分～３時
　・　社会福祉課（内線673）
高齢者の介護・福祉相談
　月～土曜日　午前８時30分～午後
　５時30分
　・　各高齢者あんしん相談センター
■クローバー荘（℡77 ‒ 1165）
■新橋 （℡75 ‒ 3013）
■東毛光生園 （℡72 ‒ 2060）
　月～金曜日　午前８時30分～午後
　５時15分
　・　高齢者あんしん相談センター
社会福祉協議会（℡60 ‒ 5670）

認知症カフェ（オレンジカフェぽん
ちゃん）
　

　14日㈭　午後１時30分～３時
　老人福祉センター
　高齢者支援課（内線6 2 3）
医療・介護・福祉相談（予約制）
　月～金曜日　午前８時30分～午後
　５時15分
　・　館林厚生病院地域連携室 （℡
　72 ‒ 3140）
障がい者（児）歯科診療（予約制）
　火・木・金曜日　
　午前９時～正午、
　午後２時～５時
　・　館林邑楽歯科
　保健医療センター
　（℡73 ‒ 8818）

健康相談

子育て相談
　月～金曜日　午前９時30分～午後
　４時30分
※聖ルカ・ももの木保育園は午前９
　時30分～午後５時
　・　各地域子育て支援センター
■長良保育園内（℡72 ‒ 2118）
■美園保育園内（℡72 ‒ 2117）
■聖ルカ保育園内（℡73 ‒ 8722）
■ももの木保育園内（℡74 ‒ 4865）
■ 総合福祉センター内（℡070 ‒3626‒
  7111)
※公・私立保育園、児童館でも相談可
家庭児童相談
　月～金曜日　午前９時～正午、午
　後１時～５時
　・　こども福祉課（内線6 6 5）
婦人・母子相談
　月～金曜日　午前９時～正午、午
　後１時～４時
　・　こども福祉課（内線6 7 1）
子ども相談（来所相談は予約制）
　■電話相談　月～金曜日　午前９
　時～正午、午後１時～５時（祝
　日は除く）
　■メール相談　随時受付
　市民センター　
　子ども相談室（℡73 ‒ 4152　　se
　ishonen@city.tatebayashi.gun
　ma.jp）
家庭教育相談
　15日㈮　午後１時
　30分～４時
　城沼公民館
　生涯学習課 （内線2 2 7）
子育てこころの相談（予約制）
　20日㈬　午前９時～11時
　・　館林保健福祉事務所保健係（℡
　72 ‒ 3230）

子育て相談

認知症の人の家族交流会
とき　９月２日㈯　午前10
時～正午
ところ　中部公民館
対象　認知症のかたを介護
している家族
内容　認知症のかたを介護
する苦労や悩みを話し合い、

認知症への理解と介護者同
士の交流を深めます
参加費　無料
申込み　電話、又はファク
スで公益社団法人認知症の
人と家族の会群馬県支部 (℡
027-289-2740　 027-289-
2741）へ

認知症介護
の悩みごと
☎高齢者支援
課地域包括ケ
ア推進係（内
線623）
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対象　乳…乳幼児　小…小学生

●代表☎72 - 4111

子育て支援センター 地域子育て支援センターは、子育てに関する情報交換や、親子そろって友達づくりをす
る場です。子育てに悩んでいるかたは、ぜひ遊びに来てみてください♪

９月の児童館だより

問合せ
各地域子育て支援センター
■長良保育園内（℡72 ‒ 2118）
■美園保育園内（℡72 ‒ 2117）
■聖ルカ保育園内（℡73 ‒ 8722）
■ももの木保育園内（℡74 ‒ 4865）
■ 総合福祉センター内（℡070 ‒3626‒
  7111)
※いずれも参加費は無料です

とき　９月20日㈬　午前10時～11時
30分
ところ　美園保育園
対象　妊婦さん
※里帰り中のかたや生後４か月まで
　の子どもがいるママも参加できます
定員　10組（先着順）
内容　にぎにぎおもちゃ作り、絵本
の紹介と読み聞か
せ、手作りおもち
ゃの紹介、交流会
申込み　８月22日
㈫の午前９時30分
から、美園保育園
地域子育て支援セ
ンターへ

ンターへ

お月見お団子作り
とき　９月22日㈮　午前10時30分～
11時30分
ところ　長良保育園
対象　市内在住の平成25年４月２日
～同27年４月１日生まれの子どもと
保護者
定員　10組（先着順）
内容　紙芝居など
でお月見の由来を
学び、親子でいっ
しょにお団子を作
ったり、食べたり
します
持参する物　試食用食器、飲み物
申込み　８月22日㈫の午前９時30分
から、長良保育園地域子育て支援セ
ンターへ

たぬきサロン

育児講座

親子で遊ぼ！積み木のいーっぽ！！
とき　９月７日㈭　午前10時～11時
30分
ところ　聖ルカ保育園（大街道三丁目）
対象　市内在住の乳幼児と保護者
定員　20組（先着順）
内容　親子で楽しく積み木遊びをし
ます
講師　遠

えん

藤
どう

冨
ふ

美
み

子
こ

さん（ちいろば店主）
申込み　８月22日
㈫の午前９時30分
から、聖ルカ保育
園地域子育て支援
センターへ
歯の健康
とき　９月15日㈮　午前10時30分～
11時30分
ところ　美園保育園
対象　市内在住の乳幼児と保護者
定員　10組（先着順）
内容　歯磨きの仕方を学び、虫歯の
予防についての相談を行います
講師　池

いけ

田
だ

公
きみ

代
よ

さん（歯科衛生士）
持参する物　飲み物、歯ブラシ
申込み　８月22日㈫の午前９時30分
から、美園保育園地域子育て支援セ

児童センター ℡73 ‒ 1522

【今月の遊び】プラバン 10：00～ 17：00

乳

ミニコンサート １日㈮

11：00～ 11：30親子ふれあい遊び・子育て相談
など

21日㈭

28日㈭

小
カプラで遊ぼう！ ９日㈯

15：30～ 16：30
カプラ大会 23日㈷

西児童館 ℡75 ‒ 4311

【今月の遊び】組み紙飾り 10：00～ 17：00

乳
パペットシアター 13日㈬

11：00～ 11：30
やさいスタンプあそび 26日㈫

小
サークルジャンプⅠ ８日㈮

15：30～ 16：30
サークルジャンプⅡ 15日㈮

休館日　９月４日㈪・11日㈪・19日㈫・20日㈬・25日㈪

開館時間　午前10時～午後５時

児童館のお約束
■受付で名前を書いてから遊びましょう
■ゲーム機やカードゲームなどでは遊べません
■食べ物はお約束のお部屋で食べましょう

赤羽児童館 ℡72 ‒ 4155

【今月の遊び】スタンプあそび 10：00～ 17：00

乳

運動会ごっこ ７日㈭

11：00～ 11：30絵本の読み聞かせ 13日㈬

落ち葉飾り 29日㈮

小 落ち葉のしおり作り 29日㈮ 15：30～ 16：30

ゲーム機やカードゲームなどでは遊べません
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７月１日
、少年の

主張館林
市大会

が三の丸
芸術ホー

ルで行わ
れまし

た。各中
学校の代

表となっ
た10人

は、自分
の経験や

生活から
感じた

思いなど
を堂々と

発表しま
した。

市史編さんセンター
（℡76 ─ 7651）

館林高校の校庭東側に現存している旧銃器庫

　
市
史
編
さ
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
館
林

市
内
に
残
る
歴
史
的
建
造
物
の
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一

例
と
し
て
、館
林
高
校（
富
士
原
町
）

の
旧
銃
器
庫
を
紹
介
し
ま
す
。

　
館
林
高
校
に
は
現
在
、
戦
時
中
に

使
わ
れ
て
い
た
銃
器
庫
が
校
庭
の
東

側
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
正

13
年
（
１
９
２
４
）
頃
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
歩
兵
銃
１
０
５
挺
や
銃
剣

１
０
５
振
な
ど
が
格
納
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
戦
時
下
で
は
こ
の
武
器
を
使

っ
た
野
外
訓
練
が
校
庭
の
西
側
に
あ

っ
た
射
撃
訓
練
場
な
ど
で
行
わ
れ
て

お
り
、
訓
練
を
受
け
た
生
徒
は
予
備

役
初
級
士
官
の
人
員
補
充
源
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
大
正
14
年
に
出
さ
れ

た
「
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
」

に
よ
る
も
の
で
、
中
学
校
以
上
の
男

子
校
に
は
陸
軍
将
校
が
配
属
さ
れ
、

軍
事
教
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

教
練
は
校
外
で
も
行
わ
れ
、
昭
和
７

年
（
１
９
３
２
）
に
は
六
郷
村
を
中

心
と
し
た
広
範
囲
で
、
師
団
司
令
官

や
県
知
事
を
交
え
、
館
林
中
学
（
現

館
林
高
校
）
の
全
生
徒
を
動
員
し
た

野
外
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
戦
争
に
関
す
る
遺
産
は
、

近
年
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
改

修
さ
れ
な
が
ら
も
建
物
が
現
存
し
て

い
る
と
い
う
の
は
貴
重
で
す
。
数
え

切
れ
な
い
加
害
と
被
害
を
も
た
ら
す

戦
争
を
二
度
と
起
こ
さ
せ
ず
、
平
和

の
意
味
を
考
え
て
い
く
た
め
に
も
、

こ
う
し
た
遺
産
を
知
る
こ
と
に
は
意

味
が
あ
り
ま
す
。
建
造
物
に
よ
っ
て

過
去
を
現
代
に
体
感
で
き
ま
す
。
建

造
物
を
残
す
こ
と
で
、
忘
れ
て
は
い

け
な
い
過
去
を
未
来
に
つ
な
い
で
い

く
手
段
に
で
き
る
の
で
す
。

７月８日、つつじの挿し木教室がつつじが岡ふれあいセンターで開催されました。参加した11人は、講師の指導の下、自分の鉢に丁寧に挿し木を行いました。

館
林
高
校
の
旧
銃
器
庫

152回

市
史
編
さ
ん
セ
ン
タ
ー

７月14日、館林市寿連合会の
輪投

げ大会が城沼総合体育館で行
われ

ました。参加した55チームは
、県

大会出場を目指して、楽しみ
つつ

も真剣に高得点を狙いました
。
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オレンジの湯
26日㈯　午前10時～午後

　４時　
総合福祉センター

入浴料
■ 60歳以上　1 0 0円
■ 一般　2 1 0円

かごめ六斎市
　９日㈯・23日㈷　午前９
　時30分～午後１時
かごめ通り商店街

尾曳稲荷骨董市
16日㈯・30日㈯　午前７

　時～午後４時頃
尾曳稲荷神社

茂林寺フリーマーケット
16日㈯　午前10時～

※売り切れしだい終了
茂林寺商店街

下町夜市
16日㈯　午後６時～９時
下町通り商店街

９月の催し物８月の風呂の日

まちの情報

寺
てら

内
うち

政
まさ

智
とし

くん（高根町）
政智くんはどんな子？
元気でわんぱくな子！お兄ちゃんと仲良
く走ったり、ジャンプしたりしています。
パパとママから政智くんへメッセージ
いつまでもお兄ちゃんと仲良く、元気で
明るい男の子になってね。

※変更になる場合がありますので、必ず電話で確認してから受診してください
※時間外・夜間などは受診できる病院などを紹介します。　救急テレホンサービス（℡73 ‒ 5699）へ

診療時間　午前９時～午後５時休日当番医のお知らせ
９月

耳　鼻　科 歯　　科

３日　今村クリニック（邑楽町篠塚　℡70‒2221）
17日　板倉耳鼻科（板倉町海老瀬　℡80‒4333）

 診療時間
 午前９時～午後１時

 館林邑楽歯科保健医療センター
  （苗木町2622‒1　℡73‒8818）
 診療時間　午前９時～正午、午後１時～３時

■ 健康・医療・介護・育児・
　メンタルヘルスの相談
■ 医療機関情報の提供など

フリーダイヤル

たてばやし健康ダイヤル

夜間
夜間急病診療所（内科・小児科）
新栄町1844‒ ３　℡73 ‒ 2313
診療時間　午後７時～10時
（日曜日、祝日、年末年始を
除く）
緊急時
館林厚生病院
 成島町 2 6 2 ‒  １　℡72 ‒ 3140
※電話で確認後、受診
※日曜日や祝日も内科・外科
　は行っています（急患のみ）

～困ったときは～

内　　　科 外　　科

３日
橋 田 内 科

本町二丁目
℡ 72‒0001

小 児 科 お ぎ わ ら
大泉町坂田（小児科のみ）

℡ 61‒1133

慶 友 整 形 外 科
羽附町

℡ 72‒6000

10日
た け い 小 児 科

北成島町（小児科のみ）
℡ 76‒2525

黛 泌 尿 器 科
大泉町坂田
℡ 63‒7800

海 宝 病 院
堀工町

℡ 74‒0811

17日
ハートクリニック

富士見町
℡ 71‒8810

小 西 医 院
千代田町赤岩西
℡ 86‒2261

岡 田 整 形 外 科
朝日町

℡ 72‒3163

18日
う え の 医 院

赤生田町
℡ 72‒3330

三 浦 医 院
大泉町北小泉
℡ 62‒2917

川 島 脳 外 科
岡野町

℡ 75‒5511

23日
館 林 記 念 病 院

台宿町
℡ 72‒3155

小 林 内 科
邑楽町篠塚
℡ 88‒8278

新 橋 病 院
下三林町

℡ 75‒3011

24日
こやなぎ小児科

富士原町（小児科のみ）
℡ 80‒2220

みづほクリニック
大泉町西小泉
℡ 20‒1122

小曽根整形外科
松沼町

℡ 72‒7707

Vol.96

♥
♥
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ブルージェム

問
合
せ　

松ま
つ

本も
と

佳か

代よ

子こ

さ
ん
（
℡
75

─

４
０
９
２
）

　
私
た
ち
「
ブ
ル
ー
ジ
ェ

ム
」
は
、
毎
週
水
曜
日
に

城
沼
公
民
館
で
活
動
す
る

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
は
、
筋

力
、
体
幹
、
柔
軟
性
な
ど

を
同
時
に
鍛
え
る
こ
と
が

で
き
る
ト
ー
タ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
振
り
付
け
を
覚

え
る
こ
と
で
、
脳
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
マ
マ
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
の
幅
広
い
世

代
が
、
講
師
の
か
た
の
指

導
の
下
楽
し
く
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

若
さ
と
健
康
を
保
ち
た
い

か
た
は
ぜ
ひ
、
見
学
、
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　８月23日㈬の午後３時から市役所5 0 3
会議室で行います。傍聴を希望するかた
は当日会場へお越しください。（団体の場
合は事前申し込みが必要）
定員　15人（先着順）
問合せ　教育総務課総括係（内線218）

○表紙の写真
　館林まつり１日
目に行われた各団
体によるパレード。
舞踊団体のパフォ
ーマンスに会場は
熱く盛り上がり、
華々しい祭りの幕
開けとなりました。

331

作り方
①ニガウリを軽く塩でゆでる
②フライパンに油を引き、豚ひき肉をいた
　め、色が変わったらニガウリ、モヤシ、
　ニンジンと調味料を加える
③野菜がしんなりしたら、水溶き片栗粉を
　入れてとろみをつけた後、冷ます
④③を春巻きの皮で包む。お好みでとろけ
　るチーズといっしょに包む
⑤最後に春巻きを揚げ焼きにしたら完成！

材　料（４人分）
■ニガウリ（２㎜程に薄切り）
■モヤシ（水で洗う）
■ニンジン（５㎝程に細切り）
■豚ひき肉
■春巻きの皮
■とろけるチーズ
■塩コショウ
■水溶き片栗粉
■油
　【調味料】
酒、しょうゆ、砂糖：各大さじ１、鶏ガラ
スープの素：大さじ 1/2

小 1/2 本
1/2 袋

　中 1/2 本
100ｇ
８枚
２枚
少々
適量
適量

　ニガウリに豊富に含まれているビタミンＣは加熱に強く、調理しても栄養が
失われにくいのが特徴です。また、ニガウリ独特の苦み成分モモルデシンは、
胃腸を刺激して食欲増進に働くので、夏バテ予防に最適！ぜひお試しください。

　　ニガウリの春巻き～プレーン＆チーズ～

Tateb
ayashi  kitchen

たてばやしの

定番昼ごはん
vol 80vol 80

ニガウリが少し苦手という人も、春巻きにすること

で食べやすくなります。子どもにもお勧めの一品！

一人前当たり 230kcal

　　ニガウリの春巻き
夏バテ防

止に

お勧めの
一品

84


